研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　健康増進管理G　　　　職　種　　准看護師　　　　氏　名　橋本　彩花

	期　　間　　平成26年10月28日　～　平成26年11月2日

	出張目的　　勤続10年海外研修

	出 張 先　　ハワイ島（ホノルル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察・所感＞

　今回のハワイ研修に参加し、アメリカと日本の特徴や違い、医療制度などを学んだ。アメリカは基本、民間医療保険であり、加入保険の種類にもよるが医療費の自己負担も多いようだ。メディケアやメディケイドなどの公的医療保険もあるが、保障は十分ではないとの事だった。アメリカの保険制度では、十分な保健に加入していないと、所得の少ない高齢者や貧困者は必要かつ十分な医療が受けられないのでは？と感じる。ハワイに住んでいる友人にも会ったが、日本と比べ、医療費は高いと話していた。

施設視察では、外観も中もホテル並で、食事も決められた時間の中で、自分の好きな時間に食事を摂ることが出来、メニューも選べる。景色も良く、庭も整備されている。ゆったり自分のペースで快適に暮らせるような環境でした。自分もお金があったら、こういう所で暮らしたいと思える施設でした。

ハワイ在住の友人にも会え、ハワイの物価や所得など様々な話も聞け有意義な時間が過ごせました。

＜要旨＞

1日目　ハワイ到着後、市内観光。

2日目　研修

3日目　ハワイ在住の友人と会い、食事、買い物、マッサージを受ける。

4日目　ビーチにて、ヨットに乗るなど体験する。夕食は、全員で食事をする。

＜考察＞

　まず最初に入国審査での英語での質問を聞き取れず、何度か聞きやっとの事で答え、コーヒーショップで注文するのにもサイズの伝え方が分からず手間取り、自分の英語力の無さを痛感しました。ハワイ在住の友人と共に行動した時は心強かったです。ワイキキ周辺ではなく、地元民が知る安くておいしい所やスーパー等に連れて行ってもらい、自分達だけでは、食べれなかった物、体験できなかった事が出来て良い時間が過ごせたと思います。

＜要旨＞

｢オバマ政権下で激変するアメリカの医療｣

講師：聖ルカクリニック院長　小林恵一先生

アメリカ人と日本人の特徴、違い

アメリカ人→他文化を認める、偉ぶらない、うそをつかない

日本人→労働者の質が良い、きれいで整然としている、意思表示がはっきりしない、のらりくらり

· アメリカは階級社会、学歴、資格によって地位を認める。

· 看護師の他に、看護医療師や専門ナースなどがある。

· アメリカは心筋梗塞が多い、日本とは食文化の違いがある。以前はバイパス手術主流（外科）

今は、PTCAカテーテル（内科）が増え、さらに、プライマリケア→コレステロールをケアし、病気を起こさせないようにする→オバマケア

＜考察＞

　小林先生が実際感じた、日本とアメリカの違いや特徴を聞いた。日本は賃金が安い所でも、良い対応をしてくれるが、アメリカは良い賃金の高級なレストラン等は対応が良いが、そうでない所は対応が悪い事が多いと話していた。アメリカは管理者になるためには学歴と資格修得が必要との事、階級社会、学歴重視だという事を感じた。

＜要旨＞

　｢看護からみた日米医療の違い｣

　講師：聖ルカクリニック主任看護師　久場洋子様

　アメリカは基本民間の医療保険であり様々な会社、種類がある。日本とは違い、定額の自己負担率でその場で医療費を払うのではなく、契約した保険会社を通して、後で自己負担分が請求されるとの事。

後で思わぬ請求が来る事もあるという。高齢者や貧困層などの為に、メディケイドなどがあるが、保障は十分ではない。

＜考察＞

　アメリカは民間の医療保険で個人で種類や保障内容が様々である。高い保障を得るには、高い保険料を支払わなければならない。所得が少なく高い保険料が払えない人は十分な医療が受けられないのではないかと感じた。

＜要旨＞

｢ハワイカイ・リタイアメント｣視察

｢ハワイカイ・リタイアメントコミュニティ｣とは、主に55才以上の退職した中・高齢者が、元気に安心して暮らせる町を目指し、介護の必要な人から健康で自立した人まで幅広く対応する居住施設と医療・生活関連サービスなどが整備されています。

『リタイアメントコミュニティ』

○毎日3回の食事

レストランで摂る。好みに応じて、おいしさ・栄養・健康が考慮されており、別にチョイスできる単品類も充実。ヘルシーおやつ類も終日準備。体調不良時は部屋までお届けする。

○毎日開催される各種アクティビティーへの参加

　心身若返りの各種プログラム、フィットネス・プログラム、神父または牧師による礼拝(自由参加)

　外部ゲストを招いての講演やエンターテイメント、専用バスによるショッピング・外食・地域行事への参加・観光など

○週1回のリネンサービスと部屋掃除

○電気と水道（ガス栓は個人の部屋にはなく、電話は自分で準備）

○定時運行バス

○24時間警備体制

· 緊急呼び出しシステム

· 駐車場

· テレビアンテナ設置（テレビ本体や有料チャンネル視聴は自己負担）

· ランドリールーム

· 温水プール・ジャグジー

『アシステッド・リビング』

· 上記リタイアメントコミュニティの基本サービス

· 投薬管理

· 入浴・着替え・トイレ等の日常生活支援

· 特別食

＜考察＞

　施設内は自立した健康な人が居住するユニットと、介護が必要な人が居住するユニットに分かれていた。1ベットルーム～3ベットルームとルームタイプがあり、部屋のタイプにより入居費が違い、3食付きで数十万であった。外見はもとより、施設の中、居住スペース、レストラン等、施設と言うより、ホテルの様だった。各部屋からは必ず外の景色、草木が見えるような造りになっており、部屋も広く、家具は自分で持ち込みの為、使い慣れた物を持ち込め、自分の暮らしやすい空間を作ることが出来、快適な環境だった。
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